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令和５年３月３０日 

 

令和４年度「文化庁日本語教育大会（WEB大会）」の公開について 

 

 

文化庁日本語教育大会は、広く日本語教育に関わる方々を対象に、日本語教育に

関する国の施策や様々な取組の現状について理解の増進を図り、日本語教育の充実

と推進に資することを目的として、昭和 51 年から開催しています。  

 

昨年度に続き、今年度も、「文化庁日本語教育大会（WEB 大会）」と銘打ち、日本

語教育に関する様々な観点からの動画コンテンツを作成し、どなたでもご覧いただ

けるよう公開する形としております。 

 

  プログラムの内容は以下の通りです。 

 

  ・「日本語教育の参照枠」に関するオンラインパネルディスカッション 

  ・「日本語教育の参照枠」の活用に関する手引、「生活 Can do」、自己評価ツール

の紹介 

  ・文化庁および各省庁における最新の日本語教育施策 

  ＊地域日本語教育の総合的な体制づくり事業、難民・避難民に対する日本語教育

に関する内容についても近日中に公開を予定しております。 

 

多くの方に何回でも見ていただけることを意識し、簡潔な施策説明や、実際に活

躍されている方々のインタビュー等の動画を収録するとともに、それに関連する資

料を豊富に掲載し、これまでの対面方式での開催と同等あるいはそれ以上の質と量

の情報が得られる大会となるよう工夫しておりますので、是非ご覧ください。 

 

（掲載 URL） 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/taikai/r04/index.html 

 

 

  
 

文化庁は、日本語教育に関する国の施策や様々な取組の現状について理解の増進

を図り、日本語教育の充実と推進に資することを目的として、令和４年度「文化庁

日本語教育大会（WEB 大会）」を公開します。 



参加（視聴）方法 文化庁 日本語教育大会（Web大会）サイトにて公開中

令和4年度

文化庁日本語教育大会
Web大会

■施策説明：文化庁における日本語教育施策について（文化庁国語課）

■日本語学習サイト「つながるひろがる にほんでのくらし」活用セミナー動画

■「日本語教育の参照枠」の活用のための手引、「生活Can do」、
　日本語能力自己評価ツール「にほんご チェック！」の説明

■オンラインパネルディスカッション：
「日本語教育の参照枠」を活用した
　教育モデル開発の現状と展望
～生活、就労、留学の三つの分野を中心に～

映像プログラム

文化審議会国語分科会日本語教育小委員会
武蔵野大学

■司会

島田 徳子氏

国際基督教大学

小澤 伊久美氏

東京学芸大学

齋藤 ひろみ氏

日本女子大学

衣川 隆生氏

日本国際協力センター
(JICE)

長山 和夫氏

新宿日本語学校

江副 隆秀氏

カイ日本語スクール

山本 弘子氏

主 催 文化庁 お問合せ 文化庁国語課　電話：03-5253-4111（内線2840）　メール：nihongo@mext.go.jp

https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/taikai/

■地方公共団体と日本語教育の専門性を有する機関との連
携～地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業における連携事例～
●山梨県・学校法人 ユニタス日本語学校
●名古屋市・一般財団法人 日本国際協力センター（JICE）中部支所
●大阪市・独立行政法人 日本学生支援機構 大阪日本語教育センター

■ウクライナ・シリア・アフガニスタン…
日本で生きる難民・避難民への支援を通して見えてきた日本語教育の意味
●公益社団法人 国際日本語普及協会（AJALT）　●一般財団法人 パスウェイズ・ジャパン　●TIJ東京日本語研修所
●社会福祉法人 日本国際社会事業団(ISSJ) ●公益財団法人 神戸国際コミュニティセンター（KICC）

生活分野 就労分野 留学分野

https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/taikai/



